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加東市教育委員会/加東市人権・同和教育研究協議会　平成２７年１１月１日

加東市人権啓発情報誌
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●市同教の活動
●企人協の活動
●市民人権講座
●人権擁護委員の活動・スキルアップ講座
●広域隣保活動・男女共同参画セミナー

「人権文化をすすめる市民運動」人権ポスター優秀作品
　　　　　　　　　　滝野東小学校　5年　萩原 陽大さん

編集後記
　黄金に輝く稲穂も次々に刈り取られ、見渡す景色もだんだんと冬支度をしてきたようです。平成２７年度上半期も、
さまざまな講演・セミナーに、たくさんの方がご参加くださいました。これらの講演などが、皆様の生活を少しでも良
くするヒントとなっていることを願っています。
　朝晩がすっかり肌寒くなりました。健康管理には十分お気をつけください。

～生きがいと幸せを築き合う人間尊重のまちに～
　加東市は、すべての住民がお互いの人権を尊重し合い、同和問題をはじめ、あらゆる差別のない

「生きがいと幸せを築きあう人間尊重のまち」の実現を目指しています。

　多彩な催しを通じ、参加者の相互交流を図り、人権尊重に根ざしたものの見方や考え方を身につ

け実践していきましょう。

１２月４日から１０日までの１週間は人権週間です１２月４日から１０日までの１週間は人権週間です

「
夏
の
出
来
事
」

人
権
教
育
推
進
員
　
山
本 

邦
夫

　
八
月
、
加
東
市
教
育
委
員
会
で

は
、
市
内
の
小
中
学
生
（
希
望
者
）

に
呼
び
か
け
て
人
権
の
移
動
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
淡

路
島
。
三
十
名
余
り
の
児
童
生
徒

が
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
に
行
き
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、
二
百
五
十

頭
余
り
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
の
一
割
程
度
の
サ

ル
が
え
さ
の
影
響
で
、
手
足
に
障

が
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
飼
育
員
の
方
に
サ
ル
た
ち
の
暮

ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。
手
や
指
に
障
が
い
を
も
っ

た
サ
ル
た
ち
は
、
え
さ
を
食
べ
る

と
き
に
も
移
動
す
る
と
き
に
も
他

の
サ
ル
た
ち
に
比
べ
大
き
な
ハ
ン
デ

を
も
っ
て
い
ま
す
。
指
先
を
上
手
に

使
っ
て
地
面
に
落
ち
た
え
さ
を
つ
ま

む
こ
と
も
、
俊
敏
に
木
か
ら
木
へ

飛
び
移
る
こ
と
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
生
き
る
た
め
の
行
動
に
苦

労
す
る
仲
間
を
セ
ン
タ
ー
の
サ
ル

た
ち
は
温
か
く
見
守
り
、
支
え
て

や
っ
て
い
る
の
で
す
。
序
列
上
位
の

サ
ル
が
ハ
ン
デ
を
抱
え
た
下
位
の
サ

ル
に
え
さ
を
譲
り
、
夕
方
山
に
戻

る
と
き
に
は
、
移
動
に
苦
し
む
サ

ル
の
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、
リ
ー

ダ
ー
が
群
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
帰
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

　「
こ
ん
な
優
し
さ
、
私
た
ち
人
間

に
あ
る
か
な
あ
。」
こ
の
思
い
は
、

参
加
者
が
み
ん
な
感
じ
た
こ
と
で

し
た
。

「
た
す
け
た
い
　

　
そ
う
お
も
う
な
ら
　
行
動
に
」

（
標
語
優
秀
賞
　
滝
野
東
小
　
谷
輪
　
来
弥
）

・・・・・・・人権啓発展・・・・・・・

街頭啓発活動街頭啓発活動

日 時

場 所

内 容

平成27年12月 3 日（木） 午後から
　　　　 12月18日（金） 午前まで

やしろショッピングパークＢｉｏ
2階多目的ホール

市内保育園児らによる人権をテーマ
にした共同作品の展示

人権を考える市民のつどい

日 時

場 所

内 容

平成28年2月13日（土） 
13:30～

東条文化会館

・中学生による人権作文発表
・住民学習実践報告

本人通知制度

市民課（庁舎1階）：43－0390

日　時

場　所

平成27年12月4日（金） 17：00～
やしろショッピングパークBio
Ａコープ滝野店・マックスバリュ東条店

人権週間の期間に実施します。

特設人権相談日特設人権相談日

相談日

時　間

場　所

平成27年12月4日(金)
13:30～15:30
社福祉センター
※相談員は、人権擁護委員です。

人権問題でお困りの方は、
お気軽にご相談ください。
秘密は厳守されます。

　本人の知らないうちに「出身地」「家族構成」
などを調べられることがあります。
　加東市が代理人や弁護士など第三者に住民
票の写しや戸籍謄抄本などを交付した場合に、
本人に知らせる制度が「本人通知制度」です。
通知を希望する人は事前登録が必要です。
　市役所市民課で登録手続きをしましょう。

＊講師料は人権教育課が負担します
＊簡単な申請書と報告書でOK

日常のさまざまな悩みについて、
専門の先生を呼んでヒントを
もらってみませんか？

人権出前講座人権出前講座
子育て

・人権
・防災

など

……………………………２・３
…………………………………４
…………………………………５

…６
………７

………………………８
……………………………９

……………………１０・１１
…………………１２～１５

……………………………１６

●地域に学ぶ移動学習
●人権啓発講演会
●小学生の人権作文
●人権標語・ポスター
●人権トピックス
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発
行
　
加
東
市
教
育
委
員
会
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東
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人
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協
議
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３
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重
点
目
標

　
地
域
社
会
に
お
け
る
人
権
・

同
和
教
育
の
充
実･

活
性
化
を

図
る
。

○
地
区
ご
と
に
住
民
が
主
体
的

に
学
習
会
を
開
催
し
、
同
和
問

題
を
中
心
に
据
え
て
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
実
践
活
動
を
進
め
る
。

○
市
民
人
権
講
座
や
団
体
別
研

修
に
積
極
的
に
参
加
し
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
る
。

○
人
権
意
識
に
基
づ
い
た
様
々

な
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
を
推
進

す
る
。

　
学
校
・
こ
ど
も
園
・
保
育
園

（
所
）
に
お
け
る
人
権
・
同
和

教
育
の
内
容
の
充
実
と
そ
の
実

践
化
を
図
る
。

 

主
な
事
業

◆
総
会
　（
５
月

１４
日
）

・
総
会
行
事

・
ビ
デ
オ
視
聴
　

○
シ
リ
ー
ズ
映
像
で
見
る
人
権

の
歴
史
「
東
山
文
化
を
支
え
た

『
差
別
さ
れ
た
人
々
』」「
江
戸

時
代
の
身
分
制
度
と
差
別
さ
れ

た
人
々
」　

◆
理
事
会
（
団
体
代
表

１９
名
）

・
年
３
回
開
催

◆
専
門
部
会
　

①
住
民
学
習
推
進
部
会

・
住
民
学
習
説
明
会

・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会（

５
月

２８
日
）

　「
計
画･

報
告
、
助
成
金
」「
学

習
の
す
す
め
方
」「
同
和
問
題

啓
発
資
料
ふ
る
さ
と
」
の
説
明

等　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
あ
な
た
に
伝
え
た

い
こ
と
」
視
聴
　

②
学
校
教
育
部
会

〈
研
究
テ
ー
マ
〉

　
豊
か
な
人
権
感
覚
を
は
ぐ
く

む
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
〜

地
域
と
人
と
の
関
わ
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
発
達
段
階
に
応

じ
て
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い

く
か
〜

〈
公
開
保
育
・
授
業
〉

　
こ
ど
も
園
・
保
・
幼
班
、
小

学
校
班
、
中
・
高
班
に
分
か
れ

て
実
施
（
予
定
）

【
さ
く
ら
保
育
園
に
て
】

　
１０
月

１５
日
（
木
）

　
主
題
名
…
「
み
ん
な
仲
間
」

　
保
育
者
…
寺
元
　
倫
代
さ
ん

【
社
中
学
校
に
て
】

　
１１
月
５
日
（
木
）

　
単
元
名
…
「
生
命
の
尊
重
」

　
教
材
名
…
「
１
０
０
万
回
生

　
　
　
　
　
　
き
た
ね
こ
」

　
授
業
者
…
西
明
　
絵
理
さ
ん

【
滝
野
南
小
学
校
に
て
】

１１
月

２６
日
（
木
）

　
単
元
名
…
「
命
の
尊
さ
」

　
授
業
者
…
中
村
　
文
哉
さ
ん

　

③
団
体
別
研
修
推
進
部
会

■
高
齢
者

『
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
人
権

―
い
き
い
き
長
寿
十
話
―
』

　
講
師
…
前
三
木
市
立
別
所
中

　
学
校
長
　
　春

川
　
政
信
さ
ん

【
社
地
域
】

７
月

２２
日
（
水
）

【
東
条
地
域
】

７
月

２３
日
（
木
）

【
滝
野
地
域
】

７
月

３０
日
（
木
）

◆
地
区
住
民
学
習
会

①
ス
ロ
ー
ガ
ン

　『
高
め
よ
う
人
権
意
識

　
　
　
広
げ
よ
う
交
流
の
輪
』

②
内
容

・
ビ
デ
オ
学
習
や
講
演
会
等
に

よ
る
人
権
学
習

会　長

副会長

会　計

監　事

上月　嘉和

佐々木正利

松尾美智子

粟津須津代

臼井　泰三

宮野　和雄

本年度役員（敬称略）

〜
生
き
が
い
と
幸
せ
を
築
き
合
う
人
間
尊
重
の
ま
ち
に
〜

　

加
東
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
は
、『
生
き
が
い
と
幸

せ
を
築
き
合
う
人
間
尊
重
の
ま
ち
に
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
同

和
問
題
の
解
決
を
中
心
課
題
に
据
え
て
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

人
々
の
暮
ら
し
に
顕
著
に
現
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
明

ら
か
に
し
な
が
ら
、
組
織
体
制
を
整
え
、
教
育
・
啓
発
活
動
、

人
権
尊
重
に
基
づ
く
学
校
・
こ
ど
も
園
・
保
育
園
（
所
）
づ
く

り
、
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

鴨川小学校  3年　松 本  真 名 人

滝野中学校  3年　沖 田  葉 月 滝野中学校  3年　吉 村  諒 子

滝野東小学校  5年　森 本   元 滝野南小学校  5年　榎 本  尚 輝

東条中学校  1年　岸 本  彩 花

福田小学校  5年　山 口  温 大

社中学校  1年　西 村  早 耶 香

【入　賞】
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平成２７年１１月１日 （２）市同教の活動（１５）人権標語・ポスター 平成２７年１１月１日



本
年
度
主
要
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ

 
『
あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と
』

・
ふ
れ
あ
い
活
動

・
そ
の
他
の
伝
統
行
事
の
伝
承

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流

・
交
流
盆
踊
り
、
お
祭
り
等

③
助
成
金
（
８
月
各
地
区
に
公

布
）

・
基
本
助
成
　
１
万
５
千
円
と

　
地
区
の
戸
数
に
応
じ
た
額

　（
総
額
２
３
４
・
５
万
円
）

・
特
別
助
成

　
創
意
工
夫
し
意
欲
的
な
取
組

　
に
対
す
る
助
成

　（
総
額

２９
万
円
）

＊
本
年
は

１６
地
区
に
対
し
、　

　
特
別
助
成
・
交
付
し
ま
し
た
。

 

関
連
事
業

■
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会

東
播
磨
大
会

・
７
月

２５
日
（
土
）、
西
脇
市
民

会
館
・
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
・
西
脇
中
学
校
等
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
　

・
市
同
教
か
ら

６９
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

・
次
の
二
つ
の
分
科
会
で
実
践

を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
分
科
会
発
表
者
〉

・
第
１
分
科
会

　『
就
学
前
教
育
』

　
加
茂
保
育
所

　
　
　  

溝
端
　
恵
美
さ
ん

「
異
年
齢
児
で
か
か
わ
り
、
つ 

　な
が
り
合
っ
て
、
思
い
や
り 

　
を
育
て
る
―
か
も
の
森
　
秋  

　あ
そ
び
を
通
し
て
―
」

・
第
９
分
科
会

　『
企
業
・
職
場
』

　
積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

　
　
兵
庫
工
場
　

　
　
　
　
本
玉
　
真
也
さ
ん

「
わ
が
社
の
人
権
へ
の
取
組
に

つ
い
て
」

■
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会

中
央
大
会

・
９
月

２６
日
（
土
）、
丹
波
市

の
県
立
柏
原
高
等
学
校
で
開
催

さ
れ
、
本
市
か
ら

２０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

・
東
播
磨
大
会
に
お
い
て
代
表

と
し
て
選
出
さ
れ
、
引
き
続
き
、

「
人
権
感
覚
の
素
地
を
培
う
保
育
・

教
育
」
の
分
科
会
で
加
茂
保
育

所
の
取
組
を
溝
端
恵
美
さ
ん
が
、

「
企
業
・
職
場
」
の
分
科
会
で

は
積
水
ハ
ウ
ス
（
株
）
兵
庫
工

場
の
本
玉
真
也
さ
ん
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

 

地
区
住
民
学
習
か
ら

（
報
告
書
の
中
よ
り
）

■
北
野
地
区
の
取
組

４
月

１６
日
（
木
）

人
権
移
動
研
修
会

・
舳
松
人
権
歴
史
資
料
館
　

（
大
阪
府
堺
市
）

〈
感
想
・
意
見
〉

・
資
料
館
の
展
示
の
内
容
か
ら
、

　
同
和
部
落
の
古
く
か
ら
の
歴

　
史
・
生
活
の
実
態
等
を
知
る

　
こ
と
が
で
き
た
。

・
学
芸
員
の
説
明
に
よ
り
、
よ

　
り
深
く
差
別
の
実
態
を
肌
で

　
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
地
区
で
バ
ス
を
借
り
上
げ

２３

　
名
が
参
加
す
る
。

■
下
三
草
地
区
の
取
組

　
４
月

１８
日
（
土
）

・
学
習
内
容

　
地
区
消
火
栓
を
使
用
し
た
消

火
訓
練

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

法
等
の
救
命
講
習

〈
感
想
・
意
見
〉

・
一
般
住
民
は
消
火
栓
を
使
っ

　
た
こ
と
が
な
く
、
不
安
だ
っ

　
た
が
、
女
性
は
二
人
組
で
筒

　
先
を
も
っ
て
放
水
し
た
。

・
近
く
の
人
が
倒
れ
た
と
き
救

　
助
で
き
る
よ
う
に
全
員
が
実

　
習
を
行
っ
た
。

CMYK

（３） 市同教の活動 平成２７年１１月１日



　
私
た
ち
企
人
協
は
、
企
業
・

事
業
所
を
中
心
と
す
る
人
権
教

育
を
推
進
し
、
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
人
権
啓
発
事

業
の
実
施
や
研
修
を
積
み
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
た

め
の
研
修
は
、
企
業
の
社
会
的

責
任
を
果
た
す
上
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
消
費
者
や
地
域
、
社
会
へ

の
貢
献
の
観
点
か
ら
、
企
業
活

動
全
般
に
お
い
て
人
権
尊
重
の

視
点
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
『
企
人
協
』
に
参
加

す
る
市
内
の
商
店･

企
業
は
、

　
社
ブ
ロ
ッ
ク
（

４２
社
）

　
滝
野
ブ
ロ
ッ
ク
（

２６
社
）

　
東
条
ブ
ロ
ッ
ク
（

２７
社
）

の
計

９５
社
に
及
び
、
企
業
規
模

（
従
業
員
数
）
に
応
じ
て
年
会

費
を
納
入
し
て
自
主
的
な
事
業

展
開
を
し
て
い
ま
す
。

■
本
年
度
重
点
目
標

①
企
業
代
表
並
び
に
企
業
内
の

人
権･

同
和
教
育
担
当
者
等
の

研
修
会
を
開
催
し
、
明
る
く
温

か
い
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

②
人
権･

同
和
教
育
に
か
か
る

社
員
研
修
を
行
い
、
豊
か
な
人

権
感
覚
を
培
い
、
具
体
的
行
動

の
実
践
に
努
め
て
い
く
。

③
企
業
間
、
企
業
と
企
人
協
事

務
局
と
の
密
な
る
連
携
を
図
り
、

推
進
体
制
の
確
立
と
研
修
内
容

の
充
実
に
努
め
る
。

■
本
年
度
の
取
り
組
み

  

第
一
回
研
修
会
（
５
月
実
施
）

ビ
デ
オ
視
聴
「
元
気
な
職
場
を

つ
く
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
4
〜

心
を
楽
に
す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
〜
」

 

　
職
場
で
起
こ
り
が
ち
な
様
々

な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、

考
え
方
を
変
え
る
こ
と
で
ス
ト

レ
ス
を
作
ら
ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
切
り
抜
け
る
方
策
を
学
び
ま

し
た
。

  

第
二
回
研
修
会
（
７
月
実
施
）

「
外
国
人
労
働
者
の
人
権
と
職

場
に
お
け
る
共
生
を
め
ざ
し
て
」

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
情
報

　
セ
ン
タ
ー
研
究
員

藤
本
　
伸
樹
さ
ん

 

　
現
在
の
日
本
に
お
け
る
在
住

外
国
人
は
二
百
万
人
あ
ま
り
と

言
わ
れ
て
お
り
、
加
東
市
内
で

も
六
百
人
ほ
ど
が
住
ん
で
い
て
、

工
業
団
地
な
ど
で
勤
務
さ
れ
る

人
も
多
く
い
ま
す
。

　
講
演
で
は
、
そ
う
い
っ
た
外

国
人
の
雇
用
に
お
け
る
現
状
と
、

企
業
と
し
て
の
受
入
れ
の
取
組

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

《
感
想
》
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
外
国
の
文
化
・
宗
教
を
受
け

入
れ
共
有
す
る
こ
と
が
、
差
別

を
な
く
す
こ
と
に
繋
が
る
と
思

い
ま
し
た
。
会
社
で
も
生
か
し

て
い
き
た
い
。

◆
市
内
で
も
、
外
国
人
労
働
者

が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
企

業
と
行
政
が
連
携
し
て
、
取
組

ん
で
い
く
重
要
性
を
感
じ
た
。

◆
外
国
人
実
習
生
を
雇
用
し
て

い
る
の
で
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
身
近
な
問
題
と
し
て
、

日
々
考
慮
し
な
が
ら
取
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

◆
一
方
通
行
に
な
ら
な
い
よ
う
、

外
国
の
方
々
に
も
「
日
本
特
有

な
異
質
な
文
化
」
な
ど
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
機
会
が
必
要
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

  

第
三
回
研
修
会
（
９
月
実
施
）

「
職
場
に
お
け
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
〜
現
状
と
課
題
〜
」

合
同
会
社
ミ
ー
シ
ャ
代
表
社
員

小
畑
　
泰
子
さ
ん

　
働
く
女
性
が
、
妊
娠
・
出
産

を
理
由
に
解
雇
・
雇
用
止
め
を

さ
れ
る
こ
と
や
、
職
場
で
受
け

る
精
神
的
・
肉
体
的
な
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
『
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
』
と
い
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
実
態
や
制
度
上
の

問
題
、
予
防
・
改
善
策
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企

業
の
取
組
と
し
て
大
変
参
考
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

《
感
想
》
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
こ
の
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
は
耳
に

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
日
の
研
修
を
得
て
、
よ
り
身

近
に
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

◆
意
識
づ
け
で
き
た
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
お
互
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ

と
思
う
の
で
、
社
内
に
持
ち
帰

り
実
践
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
会
社
と
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

◆
職
場
内
で
話
を
し
な
が
ら
、

今
ま
で
以
上
に
関
心
を
持
っ
て

取
組
め
た
ら
と
思
い
ま
す
。

加
東
市
企
業
人
権
教
育
協
議
会
の
活
動
状
況

社中学校  1年　長 野  未 愛

滝野東小学校  5年　萩 原  陽 大

東条東小学校  2年　伊 藤  大 貴

社中学校  3年　大 橋  玉 稀

滝野中学校  2年　大 橋  仁 美

優秀賞受賞のみなさんには、
8 月 5 日に人権啓発展会場

（やしろショッピングパーク
B io）にて、表彰状の授与
と記念品の贈呈を行いました。

【優秀賞】
【ポスターの部】

加東市マスコットキャラクター
「加東　伝の助」

　
未
加
入
の
企
業
・
商
店
の

皆
様
、
ぜ
ひ
と
も
、
加
東
市

『
企
人
協
』
に
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
は
人
権
教
育
課
ま
で

　
企
人
協
事
務
局

　
℡
4
3
ー

0
5
4
4

加東市マスコットキャラクター
「加東　伝の助」

CMYK

平成２７年１１月１日 （４）企人協の活動（１３）人権標語・ポスター 平成２７年１１月１日



　
今
年
で
第
九
回
目
を
迎
え
る

「
加
東
市
民
人
権
講
座
」。
こ
の

講
座
で
は
、
各
地
域
で
人
権
教

育
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
、
地
区
か
ら

推
薦
さ
れ
た
受
講
登
録
者
は
２

４
８
名
。

　
ま
た
、
市
の
幹
部
職
員
（

２９

名
）
も
受
講
登
録
し
、
人
権
（
同

和
）
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
講
座
は
３
回
に
渡

っ
て
開
催
し
、
７
月
に
行
わ
れ

た
「
人
権
啓
発
講
演
会
」
と
２

月
に
実
施
予
定
の
「
人
権
を
考

え
る
市
民
の
つ
ど
い
」
の
二
つ

を
補
講
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
要
件
を
充
た
し
た
方
に
は
、

修
了
書
の
交
付
と
記
念
品
を
授

与
し
ま
す
。

■ 

第
一
回
　（
６
月
２０
日
）

「
部
落
の
起
源
と
江
戸
時
代
の

身
分
制
」
〜
映
像
で
見
る
人
権

の
歴
史
〜

　
大
阪
市
立
大
学
人
権
問
題

　
研
究
セ
ン
タ
ー
　
特
任
教
授

　
　
上
杉
　
聰
さ
ん

　
教
科
書
か
ら
消
え
た
「
士
農

工
商
え
た
・
ひ
に
ん
」。

　
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
と
さ

れ
て
き
た
身
分
制
度
は
、
実
は

中
世
か
ら
続
い
て
き
た
も
の
で

あ
る
こ
と
や
、
銀
閣
寺
や
龍
安

寺
の
庭
園
な
ど
も
差
別
さ
れ
た

人
々
の
功
績
に
よ
る
も
の
だ
と

い
う
部
落
史
の
新
事
実
を
、
映

像
を
交
え
て
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

《
感
想
》
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
何
枚
落
ち

た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
身
分
制
度

の
発
端
な
ど
、
資
料
を
探
り
、

明
ら
か
に
し
て
い
く
過
程
も
興

味
深
か
っ
た
で
す
が
、
最
後
の

同
和
問
題
と
い
じ
め
の
構
図
の

指
摘
に
は
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　（

３０
代
・
男
性
）

◆
小
中
高
で
習
っ
た
江
戸
時
代

の
身
分
制
度
と
は
ち
が
う
考
え

で
、
龍
安
寺
や
銀
閣
寺
な
ど
の

素
晴
ら
し
い
庭
園
を
造
っ
た
人

た
ち
と
い
う
光
の
部
分
を
学
校

教
育
で
も
っ
と
教
え
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　（

４０
代
・
女
性
）

◆
歴
史
も
よ
く
わ
か
り
、
今
の

い
じ
め
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
が
大
変
よ
く
わ
か
っ
た
。
知

ら
な
い
こ
と
を
知
る
・
学
ぶ
こ

と
が
い
じ
め
を
な
く
す
こ
と
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
に
感
心

し
ま
し
た
。
　（

５０
代
・
女
性
）

◆
学
校
で
教
わ
っ
た
こ
と
と
だ

い
ぶ
違
っ
て
い
た
の
で
、
興
味

深
か
っ
た
で
す
。（

５０
代
・
男
性
）

◆
最
後
の
方
で
、
現
代
の
い
じ

め
問
題
は
部
落
問
題
の
解
決
と

深
い
関
係
が
あ
る
と
の
お
話
に

新
た
な
認
識
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。（

７０
代
・
男
性
）

■ 

第
二
回
　（
９
月
５
日
）

「
身
近
な
生
活
と
人
権
」
〜
気

づ
き
と
実
行 

１０
の
話
題
か
ら
〜

　
前
三
木
市
立
別
所
中
学
校
長

　
春
川
　
政
信
さ
ん

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
の
「
国

際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
が
つ
い

て
い
る
ボ
タ
ン
と
つ
い
て
い
な

い
ボ
タ
ン
の
違
い
は
？
「
こ
れ

を
も
ち
ま
し
て
・
・
・
」
っ
て

言
う
と
き
は
何
を
持
っ
て
い
る

の
？

　
普
段
の
生
活
に
ほ
ん
の
少
し

の
「
気
づ
き
と
実
行
」
が
あ
れ

ば
、
新
た
な
視
界
が
開
け
て
き

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
「
気
づ
き

と
実
行
」
を
、
経
験
談
を
元
に
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
感
想
》
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
身
近
な
話
題
か
ら
、
わ
か
り

や
す
く
人
権
に
つ
い
て
お
話
し

さ
れ
て
、
理
解
し
や
す
い
内
容

で
し
た
。
ま
た
、
本
人
通
知
制

度
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
て
、

積
極
的
に
登
録
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
　
　（

３０
代
・
男
性
）

◆
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
大

切
さ
。
大
人
の
思
い
込
み
の
部

分
な
ど
を
知
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（

４０
代
・
男
性
）

◆
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
横
向
き
ボ

タ
ン
が
、
縦
ボ
タ
ン
よ
り
も
開

閉
時
間
が
長
い
と
い
う
こ
と
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
身
近
な

生
活
で
の
経
験
談
で
し
た
の
で
、

難
し
い
話
で
は
な
く
、
大
変
面

白
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
　
　
　（

４０
代
・
女
性
）

◆
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
話

を
聞
い
て
、
車
椅
子
の
人
だ
け

で
は
な
い
事
を
知
り
ま
し
た
。

本
当
に
身
近
な
問
題
を
話
題
に

さ
れ
て
、
よ
く
解
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（

６０
代
・
女
性
）

＊
第
三
回
目
の
様
子
及
び
修

　
了
者
に
つ
い
て
は
、
次
号
に

　
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「人権文化をすすめる市民運動」

　市内の児童生徒の皆さんを対象に、「人権文化をすすめる市民運動」ポスター・標語の募集を行い、
ポスター110点、標語144点の応募の中から、以下の優秀賞・入賞作品が選ばれました。
　作品は、8月5日～８月25日までやしろショッピングパークＢｉｏ多目的ホールで展示しました。

【
優
秀
賞
】

言
葉
の
矢
　
一
度
さ
さ
る
と
　
ぬ
け
な
い
よ
　

あ
い
さ
つ
は
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
愛
言
葉

幸
せ
と
　
愛
の
ふ
う
せ
ん
　
も
っ
と
飛
べ

た
す
け
た
い
　
そ
う
お
も
う
な
ら
　
行
動
に

そ
の
言
葉
　
相
手
の
顔
見
て
　
言
え
ま
す
か
？

【
入
　
賞
】

傷
つ
い
て
　
泣
い
て
る
僕
の
　
横
座
り
　
そ
っ
と
近
づ
く
　
友
の
声

あ
や
ま
れ
る
　
気
も
ち
が
あ
れ
ば
　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

な
か
ま
は
ず
れ
　
な
に
が
楽
し
い
　
か
な
し
い
だ
け
だ

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」　
そ
の
一
言
が
　
心
の
支
え

勇
気
出
す
　
あ
な
た
の
笑
顔
　
見
た
い
か
ら

育
て
よ
う
　
い
じ
め
を
と
め
る
　
そ
の
勇
気

笑
っ
て
る
　
み
ん
な
の
笑
顔
　
大
切
だ

や
さ
し
さ
は
　
み
ん
な
と
一
緒
に
　
作
る
も
の

見
つ
け
よ
う
　
み
ん
な
の
い
い
と
こ
　
私
の
い
い
と
こ

悪
い
こ
と
　
悪
い
と
言
え
る
子
　
ヒ
ー
ロ
ー
だ

助
け
合
い
　
心
の
荷
物
を
　
持
ち
合
お
う

「
助
け
て
」
が
　
聞
こ
え
る
教
室
　
つ
く
ろ
う
よ

友
情
は
　
迷
っ
た
時
の
　
道
し
る
べ

優
し
さ
で
　
悲
し
み
の
ド
ア
　
開
け
よ
う
よ

「
や
め
よ
う
よ
」　
言
え
た
あ
な
た
に
　
花
マ
ル
を
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弥
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瀬
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青
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琉
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石

井

　

愛

美

大

塩

　

美
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中

村

　

光
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松

本

　

卓

磨

高

瀬

　

茉

央

藤

川

　

　

怜

山

羽

　

　

竣

尾

　

　

海

翔

小

西

　

璃

花

小

東

　

美

弥

岸

本

　

彩

花

梶

本

　

千

晴

梓崎

【
標
語
の
部
】

第
九
期
加
東
市
民
人
権
講
座

CMYK

（５） 市民人権講座 平成２７年１１月１日 平成２７年１１月１日 （１２）人権標語・ポスター



　
加
東
市
で
は
、
平
成

２１
年
か

ら
、
日
々
の
生
活
の
中
で
「
人

権
」
を
尊
重
す
る
こ
と
を
自
然

に
感
じ
、
考
え
、
行
動
で
き
、

幸
せ
に
生
き
る
人
権
文
化
の
風

薫
る
ま
ち
加
東
を
め
ざ
し
、
教

職
員
の
人
権
意
識
の
高
揚
と
人

権
教
育
の
指
導
に
係
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
講
座
と
し
て
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
公
立
鳥
取
環
境
大
学
の

外
川
正
明
教
授
の
一
日
集
中
講

座
「
学
び
直
そ
う
！
ま
る
ご
と

部
落
の
歴
史
」
は
大
変
好
評
で
、

今
年
度
も
昨
年
度
の
続
き
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歴
史

研
究
の
深
ま
り
に
よ
っ
て
教
科

書
の
記
述
も
変
わ
り
、
新
た
な

視
点
で
部
落
史
を
学
び
直
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若
い

教
師
が
増
え
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
な
人
権
課
題

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
必
要
で

す
。
こ
の
講
座
で
教
職
員
の
人

権
感
覚
を
磨
く
と
と
も
に
、
子

ど
も
の
人
権
意
識
を
高
め
る
た

め
の
授
業
や
関
わ
り
に
役
立
て

る
た
め
に
、
今
年
度
も
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
確
か
な
史
料

に
基
づ
い
た
外
川
先
生
の
お
話

は
、
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
や
豊
富
な
資
料
を

も
と
に
、
講
座
内
容
に
ま
つ
わ

る
細
か
い
話
ま
で
変
化
に
富
ん

だ
内
容
な
の
で
、
６
時
間
の
長

時
間
の
集
中
講
座
で
し
た
が
、

と
て
も
充
実
し
た
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い

講
座
に
参
加
し
よ
う
と
、
昨
年

度
同
様
に
市
外
か
ら
多
数
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
同
和
問
題
を
中
心

に
据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
他

人
事
で
は
な
く
、
自
分
の
事
と

し
て
人
権
問
題
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
、

人
権
感

覚
を
磨

く
講
座

を
開
催

し
て
い

き
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受

け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
た
り
、
法
務
局
の
職
員
と
協

力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害

者
を
救
済
し
た
り
、
み
な
さ
ん

に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
現
在
９
名
の
方
が
任
命
さ
れ

て
お
り
、
地
域
や
学
校
な
ど
で

様
々
な
活
動
に
取
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

『
人
権
擁
護
委
員
の

　
　
　
　 

主
な
活
動
』 

■
人
権
相
談
活
動

　
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
人

権
問
題
（
差
別
・
い
じ
め
等
）

に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

①�

総
合
相
談

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
総
合
相

談
の
中
で
人
権
相
談
を
担
当
し

ま
す
。
社
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
は

ぴ
ね
す
滝
野
・
東
条
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
月
一
回
の

開
催
。

②�

特
設
人
権
相
談

　
法
務
局
が
掲
げ
る
推
進
月
間

に
合
わ
せ
て
、
人
権
に
関
す
る

相
談
を
受
け
ま
す
。
社
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
５
月
・
６
月
・

１２

月
に
開
催
。

③�

隣
保
館
人
権
相
談

　
民
生
児
童
委
員
と
と
も
に
、

隣
保
館
・
公
民
館
に
て
、
相
談

を
受
け
ま
す
。
７
月
・

１１
月
・

３
月
に
開
催
。

■
人
権
啓
発
活
動

　
街
頭
に
て
啓
発
活
動
を
６
月
・

８
月
・

１２
月
に
実
施
し
、
市
民
の

方
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

■
学
校
・
保
育
園
な
ど
に
お
け

る
人
権
啓
発
活
動

①
「
人
権
の
花
運
動
」

　
み
ん
な
で
花
を
育
て
、
花
の

絵
や
作
文
・
詩
な
ど
を
作
っ
た

り
、
福
祉
施
設
と
の
交
流
を
行

っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
権
尊

重
の
心
を
養
い
ま
す
。

②
「
ミ
ニ
人
権
教
室
」

　
毎
年
市
内
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
に
人
権
擁
護
委
員
が
伺
い
、

紙
芝
居
や
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し

て
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
友
達
の
輪

を
広
げ
る
な
ど
人
権
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
ま
す
。

 

③

人
権
授
業
参
観
「
種
を
ま 

　  

こ
う
」

　
冊
子
「
種
を
ま
こ
う
」
に
あ

る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
子
ど
も

た
ち
が
い
ろ
ん
な
意
見
を
出
し
、

話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
人
権

教
育
に
取
組
み
ま
す
。

④

子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ

　 

ニ
レ
タ
ー

　
小
中
学
校
の
子
ど
も
を
対
象

に
、
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
と
手
紙
の
や
り
と
り

を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
悩

み
を
早
期
に
発
見
し
、
解
決
へ

の
手
助
け
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

― 

ひ
ろ
げ
よ
う
　
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

― 

社
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
加
東
部
会
）の
活
動

後
ろ
姿
を
見
て
、
私
も
そ
ん
な
言
葉
を
か
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
ひ
っ
か
か
っ
て
も
「
次
が

ん
ば
ろ
う
。」
と
い
う
言
葉
を
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
言
葉
は
、
人
を
元
気
づ
け
た
り
、
物
事
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち

は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
成
長
し
て
、
友
達

関
係
も
と
て
も
良
く
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

協
力
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
な
わ
で
協
力

し
て
仲
が
良
く
な
り
、
学
校
生
活
も
楽
し
く
な
り
ま

し
た
。
で
も
言
葉
で
い
じ
め
ら
れ
た
ら
、
学
校
生
活

も
楽
し
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
そ
ん
な
と

き
は
、
元
気
づ
け
る
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
大
な
わ
で

な
か
な
か
と
べ
な
い
け
ど
、
ク
ラ
ス
の
だ
れ
か
に
コ
ツ

を
教
え
て
も
ら
っ
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

そ
ん
な
友
達
が
た
く
さ
ん
い
る
ク
ラ
ス
が
私
は
、
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
言
葉
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
な
ぐ
さ
め
る
言
葉
を

か
け
た
友
達
や
、
私
に
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
た
友
達

の
よ
う
に
人
を
元
気
づ
け
る
言
葉
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

役
だ
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
ひ
と
つ
の
言
葉
で
傷
つ
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
言
葉
で
は
げ
ま
さ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
、
あ
る
こ
と
で
そ
の
両

方
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
、
み
な
さ

ん
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
私
が
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
テ
ス
ト
を

受
け
て
い
る
時
の
こ
と
で
す
。
最
近
、
ど
ん
ど
ん
難

し
く
な
っ
て
な
か
な
か
級
が
進
み
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

「
今
度
こ
そ
、
合
格
し
よ
う
。」
と
、
全
力
で
受
け
ま

し
た
。
テ
ス
ト
の
後
、
一
人
の
男
の
子
が
、
こ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
さ
っ
き
、
ぼ
く
の
横
の
人
が
前
田
さ
ん
の
こ
と
、『
ア

イ
ツ
、
下
手
ク
ソ
や
な
ぁ
ー
。』
っ
て
言
っ
と
っ
た
で
。」

そ
の
時
、
私
は
（
私
っ
て
、
そ
ん
な
風
に
見
ら
れ
て
た

ん
だ
。）
と
、
自
分
が
み
じ
め
に
思
え
て
き
て
、
と
て

も
切
な
く
な
り
ま
し
た
。（
私
は
、
何
も
で
き
な
い
。

私
は
こ
ん
な
に
も
ダ
メ
な
人
間
だ
。
私
な
ん
か
―
。）

と
。
こ
ん
な
に
ハ
ッ
キ
リ
傷
つ
く
こ
と
を
言
わ
れ
た
の

は
初
め
て
で
、
時
間
が
た
つ
と
と
も
に
涙
が
あ
ふ
れ
て

き
て
、
帰
り
の
バ
ス
で
一
人
で
泣
き
ま
し
た
。

　
次
の
日
に
、
思
い
き
っ
て
友
人
に
相
談
し
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
友
人
は
、

「
人
は
、
誰
か
を
見
下
げ
て
自
分
を
よ
く
見
せ
よ
う
と

す
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
そ
ん
な
言
葉
は
気
に
せ

ず
行
動
し
た
方
が
い
い
よ
。」

こ
ん
な
言
葉
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
っ
た
一
言
だ

っ
た
け
ど
、
そ
の
言
葉
は
私
の
心
を
大
き
な
あ
た
た
か

い
気
持
ち
で
つ
つ
み
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
一
人
で
落

ち
こ
ん
で
い
た
イ
ヤ
な
気
持
ち
が
ふ
き
と
び
ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
に
言
う
と
、
私
は
、
こ
の
一
言
で

人
生
が
明
る
く
見
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
こ
の

時
以
来
こ
う
い
う
こ
と
を
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
今
度
は
、
私
が
こ
の
一
言
を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
る
人
に

な
ろ
う
。」
と
。

　
だ
れ
か
が
う
れ
し
い
と
、
い
っ
し
ょ
に
喜
ぶ
。
だ
れ

か
が
悲
し
い
時
は
、
い
っ
し
ょ
に
涙
を
流
す
、
と
い
う

そ
の
人
の
気
持
ち
に
寄
り
そ
う
こ
と
が
大
事
だ
と
あ

ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
を
実
行
す

る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。
ま
ず
は
そ
の

人
の
気
持
ち
に
気
づ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
は
、

そ
ん
な
気
持
ち
に
寄
り
そ
う
こ
と
が
で
き
る
人
に
な

れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
師
…
公
立
鳥
取
環
境
大
学
　
教
授
　
外
川
　
正
明
さ
ん

一日集中
講 座

「
一
言
で
人
生
が
変
わ
る
」

※
こ
の
作
文
は
7
月
11
日
に
開
催

　
し
た
「
人
権
啓
発
講
演
会
」
で

　
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

東
条
西
小
学
校

6
年
　
前
田
　
に
こ

ま
え
だ

CMYK

平成２７年１１月１日 （６）人権擁護委員の活動・スキルアップ講座（１１）小学生の人権作文 平成２７年１１月１日



　6月30日には「『聞く』『話す』～コミュニケーシ
ョンを楽しもう～」と題して、10月29日には「『感じる』
『学ぶ』～身近な人の体験にふれてみよう～」と題して、
大東先生をお迎えして、男女共同参画セミナーを開催
しました。少人数のセミナーとなりましたが参加者か
ら好評をいただきました。

○ 参加している皆さんが積極的で良かった。いろいろ発言し、意見交換が出来た。
○ 普段考えないような事柄について話を聴く事ができた。グループワークもあり楽しい2時間でした。
　 心がホッと出来ました。ありがとうございました。次回も楽しみにしています。

　絵本の読み聞かせは、子どもの興味、情
緒的発達、想像力、言語能力を刺激し、創
造力を高めたり、人間関係を豊かにしたり
する効果が期待されています。
　子どもたちは身を乗り出したり、笑った
りしながら、図書館員の読む絵本の世界に
入り込んでいました。

　竹でできた大きなパイを使って、楽しくおし
ゃべりしながら進めるコミュニケーション麻雀。
　チームを組んで相談し合うことで、周囲と
のつながりや交流を深めます。また、重さ約
250gのパイを持ち上げたり、やり取りするた
びに立ったり座ったりすることで、手指や足腰
の運動にもなります。
　終始笑い声の絶えない、楽しいひと時とな
りました。

第1回　　　『聞く』『話す』　～コミュニケーションを楽しもう～

第2回　　　『感じる』『学ぶ』～身近な人の体験にふれてみよう～

～男女が互いを大切にする生き方を求めて～

講師　大東　太郎さん

日 時 テ ー マ

★次回のセミナーのご案内★

12 月 3 日（木） 14：00～16：00 『ふりかえる』　『伝える』
～すてきな生き方をひろげよう～

《感想》………………………………………………………………………………………………………

人権や生活に関わる悩み事な
どの相談をお受けします。お気軽にご相談ください。
秘密は厳守されます。

相談日 平成28年3月8日(火)
10：00～12：00　久米公民館
13：00～15：00　窪田隣保館

※ 相談員は、人権擁護委員と民生児童委員です。

（７） 広域隣保活動・男女共同参画セミナー 平成２７年１１月１日



　
加
東
市
で
は
、
平
成

２３
年
度

か
ら
、
市
内
の
全
中
学
生
を
対

象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
権
感
覚
を
培
い
、
将
来

地
域
の
人
権
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
加
東
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

学
級
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
学

習
内
容
等
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
学
校
関
係
者
、
地
域
の
方

等
を
構
成
員
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
学
級
運
営
協
議
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
年
度
の

取
組
に
つ
い
て
、
小
中
合
同
移

動
教
室
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
…
人
権
問
題
と
姫
路
の

皮
革
産
業
と
歴
史
　
　【
講
話
】

日
…
８
月
３
日
、
６
日

場
所
…
各
中
学
校

　
人
権
教
育
課
職
員
が
各
中
学

校
を
訪
問
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
兼
ね
て
講
話
を
行
い

ま
し
た
。
教
職
員
も
合
わ
せ
て

６３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
一
時
間
目
は
「
結
婚
の
熱
気

球
」
を
題
材
に
し
て
、
結
婚
す

る
条
件
を
子
ど
も
た
ち
か
ら
聞

き
な
が
ら
、
結
婚
差
別
の
事
例

を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史

の
教
科
書
の
記
述
を
元
に
、
身

分
制
度
や
部
落
差
別
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

 

　
二
時
間
目
は
、
姫
路
の
皮
革

工
場
を
訪
問
す
る
前
に
、
姫
路

の
皮
革
工
業
に
つ
い
て
学
び
、

差
別
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
野
球
の
ベ
ル
ト
や

硬
球
か
ら
、
革
製
品
の
素
晴
ら

し
さ
に
触
れ
て
、
な
ぜ
、
こ
の

よ
う
な
技
術
を
持
つ
人
々
が
差

別
さ
れ
た
の
か
、
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
学
習
を
深
め
て
い
き

ま
し
た
。

第
二
回
…
猿
や
牛
た
ち
と
一
緒

に
命
の
尊
さ
を
学
ぶ

【
小
中
合
同
移
動
教
室
】

日
…
８
月
７
日

場
所
…
淡
路
島
モ
ン
キ
ー
セ
ン

タ
ー
、
淡
路
島
牧
場

　
セ
ン
タ
ー
長
の
延
原
利
和
さ

ん
か
ら
、
群
れ
の
ボ
ス
が
、
障

が
い
の
あ
る
猿
に
対
し
て
思
い

や
り
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
で
、

他
の
猿
と
共
に
過
ご
し
、
群
れ

か
ら
外
れ
る
こ
と
な
く
過
ご
せ

て
い
る
温
か
い
野
生
の
猿
た
ち

の
お
話
を
聞
き
、
人
間
も
負
け

ら
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

 

　
淡
路
島
牧
場
で
は
、
乳
搾
り

と
バ
タ
ー
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
大
き
な
牛
に
、
お
そ
る
お

そ
る
近
づ
い
て
乳
を
搾
っ
て
い

ま
し
た
が
、「
柔
ら
か
か
っ
た
し
、

温
か
か
っ
た
よ
。」
と
命
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

第
三
回
…
姫
路
の
皮
革
工
場
と

姫
路
城
見
学
　
　【
移
動
教
室
】

日
…
８
月
２１
日

場
所
…
姫
路
市
内
皮
革
工
場
・

西
御
着
総
合
セ
ン
タ
ー
、
姫
路
城

　
講
師
の
柏
葉
嘉
徳
さ
ん
と
共

に
地
域
の
皮
革
工
場
を
見
学
し
、

生
皮
か
ら
革
に
な
る
ま
で
の
工

程
を
実
物
を
見
な
が
ら
、
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
な
作

業
を
目
の
当
た
り
に
し
、
驚
い

て
い
た
子
ど
も
も
多
か
っ
た
で

す
が
、
当
時
の
話
を
聞
く
中
で
、

重
労
働
や
差
別
に
負
け
な
い
力

強
さ
を
柏
葉
さ
ん
か
ら
感
じ
取

っ
て
い
ま
し
た
。
白
な
め
し
革

で
作
っ
た
牛
の
ク
ラ
フ
ト
作
り

も
楽
し
く
取
組
め
ま
し
た
。

　
国
宝
姫
路
城
で
は
、
外
観
の

雄
大
さ
と
際
立
つ
白
色
に
目
を

奪
わ
れ
つ
つ
、
天
守
閣
ま
で
元

気
に
上
り
、
良
い
学
習
と
思
い

出
作
り
が
で
き
ま
し
た
。

 

　
今
後
も
、
多
感
な
子
ど
も
た

ち
に
ど
の
よ
う
な
学
習
を
さ
せ

る
べ
き
か
よ
く
考
え
て
、
リ
ー

ダ
ー
や
支
え
る
役
と
な
っ
て
、

活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

①
人
権
問
題
と
姫
路
の
皮
革
産
業
・
歴
史
 

（
講
　
話
）

②
猿
や
牛
た
ち
と
一
緒
に
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
（
移
動
教
室
）

③
姫
路
の
皮
革
工
場
と
姫
路
城
見
学
 
 

（
移
動
教
室
）

　　
７
月

１１
日
（
土
）、
東
条
文
化
会
館

（
コ
ス
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
立

場
か
ら
人
権
を
考
え
る
学
習
の
場
と
し

て
、「
人
権
啓
発
講
演
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
内
田
産
婦
人
科
医
院
助

産
師
の
内
田
美
智
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
い
の
ち
を
い
た
だ
い
て
、
つ
な
ぐ
こ
と
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 　
ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
、
小
学
生
３

人
に
よ
る
人
権
作
文
（
全
文
は
Ｐ

１０
〜

Ｐ
１１
で
掲
載
）
の
朗
読
と
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
に
係
る
内
閣
総
理
大

臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
田
先
生
の
講
演
の
中
の
「
命
が
け

で
産
ん
だ
子
ど
も
は
、
命
が
け
で
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
う
言

葉
に
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
成
長
に

は
親
の
大
き
な
愛
情
が
大
切
で
す
。
今

生
き
て
い
る
こ
と
に
『
感
謝
』
す
る
こ
と

の
重
み
が
、
先
生
の
言
葉
と
映
像
に
よ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
会
場
中
に
伝
わ
り
、
観

客
に
感
動
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
の
一
人
ひ
と
り
が
「
人

権
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

◆
子
ど
も
を
授
か
っ
て
出
産
で
き
た
奇
跡

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
帰
っ
て
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
お
い
し
い
ご
は
ん
を
作
っ
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
年
々
老

い
て
頑
固
に
な
る
母
の
こ
と
を
イ
ラ
イ
ラ
感

じ
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
が
、
母
に
対

す
る
態
度
も
少
し
考
え
直
し
て
接
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
 

（
３０
代
・
女
性
）

◆
命
の
大
切
さ
、
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
へ

の
感
謝
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
や

ゲ
ー
ム
へ
の
依
存
が
学
習
成
績
に
影
響
が
あ

る
こ
と
、
子
育
て
に
も
支
障
を
き
た
す
こ

と
、
食
育
の
大
切
さ
な
ど
、
興
味
深
い
内

容
の
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
４０
代
・
男
性
）

◆
と
て
も
心
う
た
れ
る
講
演
会
で
し
た
。

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
も
、
正
し

い
子
育
て
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
子
育
て
世
代
に
も
っ

と
聞
い
て
ほ
し
い
で
す
。（

４０
代
・
女
性
）

◆
子
ど
も
を
産
む
こ
と
の
大
変
さ
を
し
み

じ
み
感
じ
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
６０
代
・
男
性
）

◆
命
が
け
で
子
ど
も
を
育
て
る
、
本
当
に

大
切
な
こ
と
で
す
。
命
の
リ
レ
ー
を
ど
う

す
る
か
、
い
い
加
減
な
子
育
て
に
な
っ
て
い

な
い
か
、
子
を
育
て
孫
が
育
つ
。
大
事
に

し
た
い
こ
と
で
す
。
 
 

（
７０
代
・
女
性
）

ご
来
場
い
た
だ
い
た

　
　
　
　
皆
さ
ん
の
お
声

7月11日

北山  冬真さん　宮　  桃花さん　前田  にこさん
加東市長　　小野・加東保護区保護司会
　　　　　　加東支部長　小林　健さん 梓崎

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
助
産
師
と
な
り
３５
年
、
思
春
期
の

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
よ
う
に
な

っ
て
２５
年
を
経
て
、
現
在
は
年
間

1
5
0
回
ほ
ど
学
校
や
地
域
に
出
か

け
て
、
講
演
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
分
娩
介
助
や
母
乳
外
来
に

も
出
て
、
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
や
お
母

さ
ん
と
関
わ
り
、『
い
の
ち
』
の
大
切

さ
を
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
で
は
、
若
い
お
母
さ
ん
を
支

え
る
幼
児
ク
ラ
ブ
も
主
宰
さ
れ
て
お
り
、

女
性
の
一
生
に
関
わ
っ
た
、
ま
さ
に

天
職
と
い
え
る
仕
事
に
情
熱
を
注
が

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

内田産婦人科医院助産師
　内田　美智子さん

CMYK

平成２７年１１月１日 （８）地域に学ぶ移動学習（９） 人権啓発講演会 平成２７年１１月１日



　　
７
月

１１
日
（
土
）、
東
条
文
化
会
館

（
コ
ス
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
立

場
か
ら
人
権
を
考
え
る
学
習
の
場
と
し

て
、「
人
権
啓
発
講
演
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
内
田
産
婦
人
科
医
院
助

産
師
の
内
田
美
智
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
い
の
ち
を
い
た
だ
い
て
、
つ
な
ぐ
こ
と
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 　
ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
、
小
学
生
３

人
に
よ
る
人
権
作
文
（
全
文
は
Ｐ

１０
〜

Ｐ
１１
で
掲
載
）
の
朗
読
と
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
に
係
る
内
閣
総
理
大

臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
田
先
生
の
講
演
の
中
の
「
命
が
け

で
産
ん
だ
子
ど
も
は
、
命
が
け
で
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
う
言

葉
に
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
成
長
に

は
親
の
大
き
な
愛
情
が
大
切
で
す
。
今

生
き
て
い
る
こ
と
に
『
感
謝
』
す
る
こ
と

の
重
み
が
、
先
生
の
言
葉
と
映
像
に
よ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
会
場
中
に
伝
わ
り
、
観

客
に
感
動
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
の
一
人
ひ
と
り
が
「
人

権
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

◆
子
ど
も
を
授
か
っ
て
出
産
で
き
た
奇
跡

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
帰
っ
て
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
お
い
し
い
ご
は
ん
を
作
っ
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
年
々
老

い
て
頑
固
に
な
る
母
の
こ
と
を
イ
ラ
イ
ラ
感

じ
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
が
、
母
に
対

す
る
態
度
も
少
し
考
え
直
し
て
接
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
 

（
３０
代
・
女
性
）

◆
命
の
大
切
さ
、
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
へ

の
感
謝
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
や

ゲ
ー
ム
へ
の
依
存
が
学
習
成
績
に
影
響
が
あ

る
こ
と
、
子
育
て
に
も
支
障
を
き
た
す
こ

と
、
食
育
の
大
切
さ
な
ど
、
興
味
深
い
内

容
の
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
４０
代
・
男
性
）

◆
と
て
も
心
う
た
れ
る
講
演
会
で
し
た
。

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
も
、
正
し

い
子
育
て
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
子
育
て
世
代
に
も
っ

と
聞
い
て
ほ
し
い
で
す
。（

４０
代
・
女
性
）

◆
子
ど
も
を
産
む
こ
と
の
大
変
さ
を
し
み

じ
み
感
じ
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
６０
代
・
男
性
）

◆
命
が
け
で
子
ど
も
を
育
て
る
、
本
当
に

大
切
な
こ
と
で
す
。
命
の
リ
レ
ー
を
ど
う

す
る
か
、
い
い
加
減
な
子
育
て
に
な
っ
て
い

な
い
か
、
子
を
育
て
孫
が
育
つ
。
大
事
に

し
た
い
こ
と
で
す
。
 
 

（
７０
代
・
女
性
）

ご
来
場
い
た
だ
い
た

　
　
　
　
皆
さ
ん
の
お
声

北山  冬真さん　宮　  桃花さん　前田  にこさん
加東市長　　小野・加東保護区保護司会
　　　　　　加東支部長　小林　健さん 梓崎

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
助
産
師
と
な
り
３５
年
、
思
春
期
の

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
よ
う
に
な

っ
て
２５
年
を
経
て
、
現
在
は
年
間

1
5
0
回
ほ
ど
学
校
や
地
域
に
出
か

け
て
、
講
演
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
分
娩
介
助
や
母
乳
外
来
に

も
出
て
、
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
や
お
母

さ
ん
と
関
わ
り
、『
い
の
ち
』
の
大
切

さ
を
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
で
は
、
若
い
お
母
さ
ん
を
支

え
る
幼
児
ク
ラ
ブ
も
主
宰
さ
れ
て
お
り
、

女
性
の
一
生
に
関
わ
っ
た
、
ま
さ
に

天
職
と
い
え
る
仕
事
に
情
熱
を
注
が

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

内田産婦人科医院助産師
　内田　美智子さん

CMYK

（９） 人権啓発講演会 平成２７年１１月１日



　6月30日には「『聞く』『話す』～コミュニケーシ
ョンを楽しもう～」と題して、10月29日には「『感じ
る』『学ぶ』～身近な人の体験にふれてみよう～」と
題して、大東先生をお迎えして、男女共同参画セミナ
ーを開催しました。少人数のセミナーとなりましたが
参加者から好評をいただきました。

○ 参加している皆さんが積極的で良かった。いろいろ発言し、意見交換が出来た。
○ 普段考えないような事柄について話を聴く事ができた。グループワークもあり楽しい2時間でした。
　 心がホッと出来ました。ありがとうございました。次回も楽しみにしています。

　絵本の読み聞かせは、子どもの興味、情
緒的発達、想像力、言語能力を刺激し、創
造力を高めたり、人間関係を豊かにしたり
する効果が期待されています。
　子どもたちは身を乗り出したり、笑った
りしながら、図書館員の読む絵本の世界に
入り込んでいました。

　竹でできた大きなパイを使って、楽しくおし
ゃべりしながら進めるコミュニケーション麻雀。
　チームを組んで相談し合うことで、周囲と
のつながりや交流を深めます。また、重さ約
250gのパイを持ち上げたり、やり取りするた
びに立ったり座ったりすることで、手指や足腰
の運動にもなります。
　終始笑い声の絶えない、楽しいひと時とな
りました。

第1回　　　『聞く』『話す』　～コミュニケーションを楽しもう～

第2回　　　『感じる』『学ぶ』～身近な人の体験にふれてみよう～

「こころがホッとするセミナー」「こころがホッとするセミナー」
～男女が互いを大切にする生き方を求めて～

講師　大東　太郎さん

男女共同参画セミナー

日 時 テ ー マ

★次回のセミナーのご案内★

12 月 3 日（木） 14：00～16：00 『ふりかえる』　『伝える』
～すてきな生き方をひろげよう～

《感想》………………………………………………………………………………………………………

人権や生活に関わる悩み事な
どの相談をお受けします。お

気軽にご相談ください。秘密は厳守されます。

相談日 平成28年3月8日(火)
10：00～12：00　久米公民館
13：00～15：00　窪田隣保館

※ 相談員は、人権擁護委員と民生児童委員です。

　
総
合
の
時
間
。
言
葉
の
意
味
を
調
べ
る
勉
強
を
し

て
い
た
と
き
、
ぼ
く
は
担
任
の
先
生
に
注
意
さ
れ
ま

し
た
。
自
分
で
調
べ
る
べ
き
こ
と
を
友
達
に
ま
ず
聞
い

た
の
で
、
自
分
で
調
べ
る
よ
う
に
と
の
注
意
で
し
た
。

そ
の
と
き
は
少
し
ふ
て
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
分
が

悪
か
っ
た
と
思
っ
て
、
す
ぐ
に
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
国
語
辞
典
を
取
り
に
行
く
と
き

に
、
あ
の
い
や
な
言
葉
を
聞
い
た
の
で
す
。

　
そ
れ
は
、
横
の
席
の
Ａ
ち
ゃ
ん
が
、

「
お
こ
ら
れ
て
お
め
で
と
う
。」

と
、
言
っ
て
ぼ
く
の
前
を
通
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
ぼ
く
は
心
の
中
で
、
す
ご
く
い
や
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
Ａ
ち
ゃ
ん
は
保
育
園
の
と
き
か
ら
生
活

し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
は
優
し
い
し
、
面
白
い
こ
と
を

言
っ
た
り
す
る
い
い
友
達
で
す
。
そ
れ
で
も
そ
の
と
き

は
い
や
な
気
持
が
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
室
に
も

ど
っ
た
あ
と
も
、
ず
っ
と
心
の
中
で
さ
っ
き
の
こ
と
ば

か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
Ａ
ち
ゃ
ん
が
何
か

話
し
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
の
ぼ
く
は
何

も
答
え
る
気
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
何

と
か
気
持
ち
を
切
り
か
え
て
、
授
業
に
入
り
、
意
見

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
勉
強
が
終
わ
っ
て
も
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
な
か
っ

た
の
で
、
放
課
後
に
先
生
と
少
し
話
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
少
し
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
友
達
と
外
で
野
球
を
し
て
い
る
と
そ
の
こ
と
も
忘

れ
、
心
も
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
家
に
帰
る
と
、
あ
の
言
葉
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
Ａ
ち
ゃ
ん
が
な
ん
で
あ
ん

な
こ
と
言
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
気
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
も
や
も
や
す
る
な
ら
、
あ
の
と
き
、
し
っ
か
り
話

を
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
、
そ
の
こ
と
は
頭
か

ら
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
朝
に
は
ふ
つ
う
に

あ
い
さ
つ
も
す
る
し
、
休
み
時
間
に
は
い
っ
し
ょ
に
遊

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
自
分
が
い
や

だ
と
思
っ
た
と
き
に
は
、
し
っ
か
り
話
を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
最
近
は
、
自
分
か
ら
相

手
の
考
え
を
聞
く
こ
と
が
少
し
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
相
手
の
考
え
が
分
か
ら
な
い
と
き

は
だ
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
勇
気
を
出

し
て
話
し
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
言
葉
を
上
手
に
使
え
て
い
ま
す
か
。

私
た
ち
は
、
五
年
生
の
と
き
に
大
な
わ
で
八
百
回
と

ぶ
と
い
う
目
標
を
立
て
て
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
み
ん

な
で
か
け
声
を
か
け
て
い
い
記
録
を
出
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
と
き
に
言
葉
の
使
い
方
の
大

切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
言
葉
は
、
ひ
っ
か
か
っ
た
人
に
コ
ツ
を
教
え
る
と
き

に
使
い
ま
す
。
そ
ん
な
風
に
み
ん
な
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
る
こ
と
が
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
六
年
生
に
な
っ
た
今
で
も
大
な
わ
を

や
っ
て
い
ま
す
。
五
年
生
の
と
き
と
ち
が
う
の
は
、
一

分
間
に
何
回
と
べ
る
か
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
大
な

わ
を
や
っ
て
い
る
と
き
も
、
か
け
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
全
員
で
「
せ
ー
の
っ
」
と
い
う
言
葉
を
そ
ろ
え

る
こ
と
で
、
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
あ
と
も
う
ち
ょ
っ
と
で
新
記
録
の
と
き
に
ひ

っ
か
か
っ
た
人
は
、
み
ん
な
か
ら
せ
め
ら
れ
て
泣
い
て

し
ま
っ
た
人
が
い
ま
し
た
。
み
ん
な
も
も
う
ち
ょ
っ
と

と
い
う
気
持
ち
で
く
や
し
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
ひ
っ
か
か
っ
た
人
は
も
っ
と
く
や
し
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
泣
い
て
い
る
友
達
の
そ
ば

に
い
っ
て
な
ぐ
さ
め
た
人
が
二
人
い
ま
し
た
。
二
人
も

も
ち
ろ
ん
く
や
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の

「
相
手
の
考
え
を
聞
く
大
切
さ
」

「
言
葉
」

鴨
川
小
学
校

5
年
　
北
山
　
冬
真

滝
野
南
小
学
校

6
年
　
宮
　
　
桃
花

き
た
や
ま

と
う
ま

み
や
ざ
き

も
も

か

梓崎

CMYK

（７） 広域隣保活動・男女共同参画セミナー 平成２７年１１月１日 平成２７年１１月１日 （１０）小学生の人権作文



　
加
東
市
で
は
、
平
成

２１
年
か

ら
、
日
々
の
生
活
の
中
で
「
人

権
」
を
尊
重
す
る
こ
と
を
自
然

に
感
じ
、
考
え
、
行
動
で
き
、

幸
せ
に
生
き
る
人
権
文
化
の
風

薫
る
ま
ち
加
東
を
め
ざ
し
、
教

職
員
の
人
権
意
識
の
高
揚
と
人

権
教
育
の
指
導
に
係
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
講
座
と
し
て
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
公
立
鳥
取
環
境
大
学
の

外
川
正
明
教
授
の
一
日
集
中
講

座
「
学
び
直
そ
う
！
ま
る
ご
と

部
落
の
歴
史
」
は
大
変
好
評
で
、

今
年
度
も
昨
年
度
の
続
き
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歴
史

研
究
の
深
ま
り
に
よ
っ
て
教
科

書
の
記
述
も
変
わ
り
、
新
た
な

視
点
で
部
落
史
を
学
び
直
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若
い

教
師
が
増
え
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
な
人
権
課
題

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
必
要
で

す
。
こ
の
講
座
で
教
職
員
の
人

権
感
覚
を
磨
く
と
と
も
に
、
子

ど
も
の
人
権
意
識
を
高
め
る
た

め
の
授
業
や
関
わ
り
に
役
立
て

る
た
め
に
、
今
年
度
も
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
確
か
な
史
料

に
基
づ
い
た
外
川
先
生
の
お
話

は
、
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
や
豊
富
な
資
料
を

も
と
に
、
講
座
内
容
に
ま
つ
わ

る
細
か
い
話
ま
で
変
化
に
富
ん

だ
内
容
な
の
で
、
６
時
間
の
長

時
間
の
集
中
講
座
で
し
た
が
、

と
て
も
充
実
し
た
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い

講
座
に
参
加
し
よ
う
と
、
昨
年

度
同
様
に
市
外
か
ら
多
数
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
同
和
問
題
を
中
心

に
据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
他

人
事
で
は
な
く
、
自
分
の
事
と

し
て
人
権
問
題
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
、

人
権
感

覚
を
磨

く
講
座

を
開
催

し
て
い

き
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受

け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
た
り
、
法
務
局
の
職
員
と
協

力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害

者
を
救
済
し
た
り
、
み
な
さ
ん

に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
現
在
９
名
の
方
が
任
命
さ
れ

て
お
り
、
地
域
や
学
校
な
ど
で

様
々
な
活
動
に
取
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

『
人
権
擁
護
委
員
の

　
　
　
　 

主
な
活
動
』 

■
人
権
相
談
活
動

　
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
人

権
問
題
（
差
別
・
い
じ
め
等
）

に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

①�

総
合
相
談

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
総
合
相

談
の
中
で
人
権
相
談
を
担
当
し

ま
す
。
社
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
は

ぴ
ね
す
滝
野
・
東
条
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
月
一
回
の

開
催
。

②�

特
設
人
権
相
談

　
法
務
局
が
掲
げ
る
推
進
月
間

に
合
わ
せ
て
、
人
権
に
関
す
る

相
談
を
受
け
ま
す
。
社
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
５
月
・
６
月
・

１２

月
に
開
催
。

③�

隣
保
館
人
権
相
談

　
民
生
児
童
委
員
と
と
も
に
、

隣
保
館
・
公
民
館
に
て
、
相
談

を
受
け
ま
す
。
７
月
・

１１
月
・

３
月
に
開
催
。

■
人
権
啓
発
活
動

　
街
頭
に
て
啓
発
活
動
を
６
月
・

８
月
・

１２
月
に
実
施
し
、
市
民
の

方
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

■
学
校
・
保
育
園
な
ど
に
お
け

る
人
権
啓
発
活
動

①
「
人
権
の
花
運
動
」

　
み
ん
な
で
花
を
育
て
、
花
の

絵
や
作
文
・
詩
な
ど
を
作
っ
た

り
、
福
祉
施
設
と
の
交
流
を
行

っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
権
尊

重
の
心
を
養
い
ま
す
。

②
「
ミ
ニ
人
権
教
室
」

　
毎
年
市
内
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
に
人
権
擁
護
委
員
が
伺
い
、

紙
芝
居
や
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し

て
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
友
達
の
輪

を
広
げ
る
な
ど
人
権
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
ま
す
。

 

③

人
権
授
業
参
観
「
種
を
ま 

　  

こ
う
」

　
冊
子
「
種
を
ま
こ
う
」
に
あ

る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
子
ど
も

た
ち
が
い
ろ
ん
な
意
見
を
出
し
、

話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
人
権

教
育
に
取
組
み
ま
す
。

④

子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ

　 

ニ
レ
タ
ー

　
小
中
学
校
の
子
ど
も
を
対
象

に
、
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
と
手
紙
の
や
り
と
り

を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
悩

み
を
早
期
に
発
見
し
、
解
決
へ

の
手
助
け
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

― 

ひ
ろ
げ
よ
う
　
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

― 

社
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
加
東
部
会
）の
活
動

後
ろ
姿
を
見
て
、
私
も
そ
ん
な
言
葉
を
か
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
ひ
っ
か
か
っ
て
も
「
次
が

ん
ば
ろ
う
。」
と
い
う
言
葉
を
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
言
葉
は
、
人
を
元
気
づ
け
た
り
、
物
事
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち

は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
成
長
し
て
、
友
達

関
係
も
と
て
も
良
く
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

協
力
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
な
わ
で
協
力

し
て
仲
が
良
く
な
り
、
学
校
生
活
も
楽
し
く
な
り
ま

し
た
。
で
も
言
葉
で
い
じ
め
ら
れ
た
ら
、
学
校
生
活

も
楽
し
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
そ
ん
な
と

き
は
、
元
気
づ
け
る
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
大
な
わ
で

な
か
な
か
と
べ
な
い
け
ど
、
ク
ラ
ス
の
だ
れ
か
に
コ
ツ

を
教
え
て
も
ら
っ
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

そ
ん
な
友
達
が
た
く
さ
ん
い
る
ク
ラ
ス
が
私
は
、
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
言
葉
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
な
ぐ
さ
め
る
言
葉
を

か
け
た
友
達
や
、
私
に
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
た
友
達

の
よ
う
に
人
を
元
気
づ
け
る
言
葉
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

役
だ
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
ひ
と
つ
の
言
葉
で
傷
つ
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
言
葉
で
は
げ
ま
さ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
、
あ
る
こ
と
で
そ
の
両

方
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
、
み
な
さ

ん
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
私
が
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
テ
ス
ト
を

受
け
て
い
る
時
の
こ
と
で
す
。
最
近
、
ど
ん
ど
ん
難

し
く
な
っ
て
な
か
な
か
級
が
進
み
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

「
今
度
こ
そ
、
合
格
し
よ
う
。」
と
、
全
力
で
受
け
ま

し
た
。
テ
ス
ト
の
後
、
一
人
の
男
の
子
が
、
こ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
さ
っ
き
、
ぼ
く
の
横
の
人
が
前
田
さ
ん
の
こ
と
、『
ア

イ
ツ
、
下
手
ク
ソ
や
な
ぁ
ー
。』
っ
て
言
っ
と
っ
た
で
。」

そ
の
時
、
私
は
（
私
っ
て
、
そ
ん
な
風
に
見
ら
れ
て
た

ん
だ
。）
と
、
自
分
が
み
じ
め
に
思
え
て
き
て
、
と
て

も
切
な
く
な
り
ま
し
た
。（
私
は
、
何
も
で
き
な
い
。

私
は
こ
ん
な
に
も
ダ
メ
な
人
間
だ
。
私
な
ん
か
―
。）

と
。
こ
ん
な
に
ハ
ッ
キ
リ
傷
つ
く
こ
と
を
言
わ
れ
た
の

は
初
め
て
で
、
時
間
が
た
つ
と
と
も
に
涙
が
あ
ふ
れ
て

き
て
、
帰
り
の
バ
ス
で
一
人
で
泣
き
ま
し
た
。

　
次
の
日
に
、
思
い
き
っ
て
友
人
に
相
談
し
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
友
人
は
、

「
人
は
、
誰
か
を
見
下
げ
て
自
分
を
よ
く
見
せ
よ
う
と

す
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
そ
ん
な
言
葉
は
気
に
せ

ず
行
動
し
た
方
が
い
い
よ
。」

こ
ん
な
言
葉
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
っ
た
一
言
だ

っ
た
け
ど
、
そ
の
言
葉
は
私
の
心
を
大
き
な
あ
た
た
か

い
気
持
ち
で
つ
つ
み
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
一
人
で
落

ち
こ
ん
で
い
た
イ
ヤ
な
気
持
ち
が
ふ
き
と
び
ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
に
言
う
と
、
私
は
、
こ
の
一
言
で

人
生
が
明
る
く
見
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
こ
の

時
以
来
こ
う
い
う
こ
と
を
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
今
度
は
、
私
が
こ
の
一
言
を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
る
人
に

な
ろ
う
。」
と
。

　
だ
れ
か
が
う
れ
し
い
と
、
い
っ
し
ょ
に
喜
ぶ
。
だ
れ

か
が
悲
し
い
時
は
、
い
っ
し
ょ
に
涙
を
流
す
、
と
い
う

そ
の
人
の
気
持
ち
に
寄
り
そ
う
こ
と
が
大
事
だ
と
あ

ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
を
実
行
す

る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。
ま
ず
は
そ
の

人
の
気
持
ち
に
気
づ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
は
、

そ
ん
な
気
持
ち
に
寄
り
そ
う
こ
と
が
で
き
る
人
に
な

れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
東
市
人
権
教
育
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
ま
し
た

「
学
び
直
そ
う
！
ま
る
ご
と
部
落
の
歴
史
　
第
二
弾
」

講
師
…
公
立
鳥
取
環
境
大
学
　
教
授
　
外
川
　
正
明
さ
ん

一日集中
講 座

「
一
言
で
人
生
が
変
わ
る
」

※
こ
の
作
文
は
7
月
11
日
に
開
催

　
し
た
「
人
権
啓
発
講
演
会
」
で

　
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
条
西
小
学
校

6
年
　
前
田
　
に
こ

ま
え
だ
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今
年
で
第
九
回
目
を
迎
え
る

「
加
東
市
民
人
権
講
座
」。
こ
の

講
座
で
は
、
各
地
域
で
人
権
教

育
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
、
地
区
か
ら

推
薦
さ
れ
た
受
講
登
録
者
は
２

４
８
名
。

　
ま
た
、
市
の
幹
部
職
員
（

２９

名
）
も
受
講
登
録
し
、
人
権
（
同

和
）
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
講
座
は
３
回
に
渡

っ
て
開
催
し
、
７
月
に
行
わ
れ

た
「
人
権
啓
発
講
演
会
」
と
２

月
に
実
施
予
定
の
「
人
権
を
考

え
る
市
民
の
つ
ど
い
」
の
二
つ

を
補
講
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
要
件
を
充
た
し
た
方
に
は
、

修
了
書
の
交
付
と
記
念
品
を
授

与
し
ま
す
。

■ 

第
一
回
　（
６
月
２０
日
）

「
部
落
の
起
源
と
江
戸
時
代
の

身
分
制
」
〜
映
像
で
見
る
人
権

の
歴
史
〜

　
大
阪
市
立
大
学
人
権
問
題

　
研
究
セ
ン
タ
ー
　
特
任
教
授

　
　
上
杉
　
聰
さ
ん

　
教
科
書
か
ら
消
え
た
「
士
農

工
商
え
た
・
ひ
に
ん
」。

　
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
と
さ

れ
て
き
た
身
分
制
度
は
、
実
は

中
世
か
ら
続
い
て
き
た
も
の
で

あ
る
こ
と
や
、
銀
閣
寺
や
龍
安

寺
の
庭
園
な
ど
も
差
別
さ
れ
た

人
々
の
功
績
に
よ
る
も
の
だ
と

い
う
部
落
史
の
新
事
実
を
、
映

像
を
交
え
て
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

《
感
想
》
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
何
枚
落
ち

た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
身
分
制
度

の
発
端
な
ど
、
資
料
を
探
り
、

明
ら
か
に
し
て
い
く
過
程
も
興

味
深
か
っ
た
で
す
が
、
最
後
の

同
和
問
題
と
い
じ
め
の
構
図
の

指
摘
に
は
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　（

３０
代
・
男
性
）

◆
小
中
高
で
習
っ
た
江
戸
時
代

の
身
分
制
度
と
は
ち
が
う
考
え

で
、
龍
安
寺
や
銀
閣
寺
な
ど
の

素
晴
ら
し
い
庭
園
を
造
っ
た
人

た
ち
と
い
う
光
の
部
分
を
学
校

教
育
で
も
っ
と
教
え
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　（

４０
代
・
女
性
）

◆
歴
史
も
よ
く
わ
か
り
、
今
の

い
じ
め
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
が
大
変
よ
く
わ
か
っ
た
。
知

ら
な
い
こ
と
を
知
る
・
学
ぶ
こ

と
が
い
じ
め
を
な
く
す
こ
と
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
に
感
心

し
ま
し
た
。
　（

５０
代
・
女
性
）

◆
学
校
で
教
わ
っ
た
こ
と
と
だ

い
ぶ
違
っ
て
い
た
の
で
、
興
味

深
か
っ
た
で
す
。（

５０
代
・
男
性
）

◆
最
後
の
方
で
、
現
代
の
い
じ

め
問
題
は
部
落
問
題
の
解
決
と

深
い
関
係
が
あ
る
と
の
お
話
に

新
た
な
認
識
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。（

７０
代
・
男
性
）

■ 

第
二
回
　（
９
月
５
日
）

「
身
近
な
生
活
と
人
権
」
〜
気

づ
き
と
実
行 

１０
の
話
題
か
ら
〜

　
前
三
木
市
立
別
所
中
学
校
長

　
春
川
　
政
信
さ
ん

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
の
「
国

際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
が
つ
い

て
い
る
ボ
タ
ン
と
つ
い
て
い
な

い
ボ
タ
ン
の
違
い
は
？
「
こ
れ

を
も
ち
ま
し
て
・
・
・
」
っ
て

言
う
と
き
は
何
を
持
っ
て
い
る

の
？

　
普
段
の
生
活
に
ほ
ん
の
少
し

の
「
気
づ
き
と
実
行
」
が
あ
れ

ば
、
新
た
な
視
界
が
開
け
て
き

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
「
気
づ
き

と
実
行
」
を
、
経
験
談
を
元
に
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
感
想
》
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
身
近
な
話
題
か
ら
、
わ
か
り

や
す
く
人
権
に
つ
い
て
お
話
し

さ
れ
て
、
理
解
し
や
す
い
内
容

で
し
た
。
ま
た
、
本
人
通
知
制

度
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
て
、

積
極
的
に
登
録
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
　
　（

３０
代
・
男
性
）

◆
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
大

切
さ
。
大
人
の
思
い
込
み
の
部

分
な
ど
を
知
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（

４０
代
・
男
性
）

◆
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
横
向
き
ボ

タ
ン
が
、
縦
ボ
タ
ン
よ
り
も
開

閉
時
間
が
長
い
と
い
う
こ
と
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
身
近
な

生
活
で
の
経
験
談
で
し
た
の
で
、

難
し
い
話
で
は
な
く
、
大
変
面

白
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
　
　
　（

４０
代
・
女
性
）

◆
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
話

を
聞
い
て
、
車
椅
子
の
人
だ
け

で
は
な
い
事
を
知
り
ま
し
た
。

本
当
に
身
近
な
問
題
を
話
題
に

さ
れ
て
、
よ
く
解
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（

６０
代
・
女
性
）

＊
第
三
回
目
の
様
子
及
び
修

　
了
者
に
つ
い
て
は
、
次
号
に

　
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　市内の児童生徒の皆さんを対象に、「人権文化をすすめる市民運動」ポスター・標語の募集を行い、
ポスター110点、標語144点の応募の中から、以下の優秀賞・入賞作品が選ばれました。
　作品は、8月5日～８月25日までやしろショッピングパークＢｉｏ多目的ホールで展示しました。

【
優
秀
賞
】

言
葉
の
矢
　
一
度
さ
さ
る
と
　
ぬ
け
な
い
よ
　

あ
い
さ
つ
は
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
愛
言
葉

幸
せ
と
　
愛
の
ふ
う
せ
ん
　
も
っ
と
飛
べ

た
す
け
た
い
　
そ
う
お
も
う
な
ら
　
行
動
に

そ
の
言
葉
　
相
手
の
顔
見
て
　
言
え
ま
す
か
？

【
入
　
賞
】

傷
つ
い
て
　
泣
い
て
る
僕
の
　
横
座
り
　
そ
っ
と
近
づ
く
　
友
の
声

あ
や
ま
れ
る
　
気
も
ち
が
あ
れ
ば
　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

な
か
ま
は
ず
れ
　
な
に
が
楽
し
い
　
か
な
し
い
だ
け
だ

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」　
そ
の
一
言
が
　
心
の
支
え

勇
気
出
す
　
あ
な
た
の
笑
顔
　
見
た
い
か
ら

育
て
よ
う
　
い
じ
め
を
と
め
る
　
そ
の
勇
気

笑
っ
て
る
　
み
ん
な
の
笑
顔
　
大
切
だ

や
さ
し
さ
は
　
み
ん
な
と
一
緒
に
　
作
る
も
の

見
つ
け
よ
う
　
み
ん
な
の
い
い
と
こ
　
私
の
い
い
と
こ

悪
い
こ
と
　
悪
い
と
言
え
る
子
　
ヒ
ー
ロ
ー
だ

助
け
合
い
　
心
の
荷
物
を
　
持
ち
合
お
う

「
助
け
て
」
が
　
聞
こ
え
る
教
室
　
つ
く
ろ
う
よ

友
情
は
　
迷
っ
た
時
の
　
道
し
る
べ

優
し
さ
で
　
悲
し
み
の
ド
ア
　
開
け
よ
う
よ

「
や
め
よ
う
よ
」　
言
え
た
あ
な
た
に
　
花
マ
ル
を

東
条
西
小
学
校

米
田
小
学
校

米
田
小
学
校

滝
野
東
小
学
校

滝
野
中
学
校

社

小

学

校

社

小

学

校

福
田
小
学
校

米
田
小
学
校

米
田
小
学
校

三
草
小
学
校

鴨
川
小
学
校

滝
野
東
小
学
校

滝
野
南
小
学
校

滝
野
南
小
学
校

東
条
東
小
学
校

社

中

学

校

社

中

学

校

東
条
中
学
校

東
条
中
学
校

6
年

6
年

6
年

6
年

2
年

6
年

6
年

6
年

6
年

6
年
 
 

5
年

5
年

6
年
 

6
年
 

6
年
 

6
年

1
年

3
年

1
年

3
年

石

井

　

未

咲

白

國

　

佑

馬

野

村

　

莉

那

谷

輪

　

来

弥

高

瀬

　

彩

里

上

月

　

青

空

佐

藤

　

琉

羽

 

石

井

　

愛

美

大

塩

　

美

月

山

本

　

凪

紗

中

村

　

光

希

松

本

　

卓

磨

高

瀬

　

茉

央

藤

川

　

　

怜

山

羽

　

　

竣

尾

　

　

海

翔

小

西

　

璃

花

小

東

　

美

弥

岸

本

　

彩

花

梶

本

　

千

晴

梓崎

【
標
語
の
部
】

第
九
期
加
東
市
民
人
権
講
座
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私
た
ち
企
人
協
は
、
企
業
・

事
業
所
を
中
心
と
す
る
人
権
教

育
を
推
進
し
、
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
人
権
啓
発
事

業
の
実
施
や
研
修
を
積
み
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
た

め
の
研
修
は
、
企
業
の
社
会
的

責
任
を
果
た
す
上
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
消
費
者
や
地
域
、
社
会
へ

の
貢
献
の
観
点
か
ら
、
企
業
活

動
全
般
に
お
い
て
人
権
尊
重
の

視
点
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
『
企
人
協
』
に
参
加

す
る
市
内
の
商
店･

企
業
は
、

　
社
ブ
ロ
ッ
ク
（

４２
社
）

　
滝
野
ブ
ロ
ッ
ク
（

２６
社
）

　
東
条
ブ
ロ
ッ
ク
（

２７
社
）

の
計

９５
社
に
及
び
、
企
業
規
模

（
従
業
員
数
）
に
応
じ
て
年
会

費
を
納
入
し
て
自
主
的
な
事
業

展
開
を
し
て
い
ま
す
。

■
本
年
度
重
点
目
標

①
企
業
代
表
並
び
に
企
業
内
の

人
権･

同
和
教
育
担
当
者
等
の

研
修
会
を
開
催
し
、
明
る
く
温

か
い
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

②
人
権･

同
和
教
育
に
か
か
る

社
員
研
修
を
行
い
、
豊
か
な
人

権
感
覚
を
培
い
、
具
体
的
行
動

の
実
践
に
努
め
て
い
く
。

③
企
業
間
、
企
業
と
企
人
協
事

務
局
と
の
密
な
る
連
携
を
図
り
、

推
進
体
制
の
確
立
と
研
修
内
容

の
充
実
に
努
め
る
。

■
本
年
度
の
取
り
組
み

  

第
一
回
研
修
会
（
５
月
実
施
）

ビ
デ
オ
視
聴
「
元
気
な
職
場
を

つ
く
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
4
〜

心
を
楽
に
す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
〜
」

 

　
職
場
で
起
こ
り
が
ち
な
様
々

な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、

考
え
方
を
変
え
る
こ
と
で
ス
ト

レ
ス
を
作
ら
ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
切
り
抜
け
る
方
策
を
学
び
ま

し
た
。

  

第
二
回
研
修
会
（
７
月
実
施
）

「
外
国
人
労
働
者
の
人
権
と
職

場
に
お
け
る
共
生
を
め
ざ
し
て
」

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
情
報

　
セ
ン
タ
ー
研
究
員

藤
本
　
伸
樹
さ
ん

 

　
現
在
の
日
本
に
お
け
る
在
住

外
国
人
は
二
百
万
人
あ
ま
り
と

言
わ
れ
て
お
り
、
加
東
市
内
で

も
六
百
人
ほ
ど
が
住
ん
で
い
て
、

工
業
団
地
な
ど
で
勤
務
さ
れ
る

人
も
多
く
い
ま
す
。

　
講
演
で
は
、
そ
う
い
っ
た
外

国
人
の
雇
用
に
お
け
る
現
状
と
、

企
業
と
し
て
の
受
入
れ
の
取
組

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

《
感
想
》
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
外
国
の
文
化
・
宗
教
を
受
け

入
れ
共
有
す
る
こ
と
が
、
差
別

を
な
く
す
こ
と
に
繋
が
る
と
思

い
ま
し
た
。
会
社
で
も
生
か
し

て
い
き
た
い
。

◆
市
内
で
も
、
外
国
人
労
働
者

が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
企

業
と
行
政
が
連
携
し
て
、
取
組

ん
で
い
く
重
要
性
を
感
じ
た
。

◆
外
国
人
実
習
生
を
雇
用
し
て

い
る
の
で
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
身
近
な
問
題
と
し
て
、

日
々
考
慮
し
な
が
ら
取
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

◆
一
方
通
行
に
な
ら
な
い
よ
う
、

外
国
の
方
々
に
も
「
日
本
特
有

な
異
質
な
文
化
」
な
ど
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
機
会
が
必
要
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

  

第
三
回
研
修
会
（
９
月
実
施
）

「
職
場
に
お
け
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
〜
現
状
と
課
題
〜
」

合
同
会
社
ミ
ー
シ
ャ
代
表
社
員

小
畑
　
泰
子
さ
ん

　
働
く
女
性
が
、
妊
娠
・
出
産

を
理
由
に
解
雇
・
雇
用
止
め
を

さ
れ
る
こ
と
や
、
職
場
で
受
け

る
精
神
的
・
肉
体
的
な
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
『
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
』
と
い
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
実
態
や
制
度
上
の

問
題
、
予
防
・
改
善
策
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企

業
の
取
組
と
し
て
大
変
参
考
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

《
感
想
》
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
こ
の
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
は
耳
に

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
日
の
研
修
を
得
て
、
よ
り
身

近
に
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

◆
意
識
づ
け
で
き
た
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
お
互
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ

と
思
う
の
で
、
社
内
に
持
ち
帰

り
実
践
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
会
社
と
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

◆
職
場
内
で
話
を
し
な
が
ら
、

今
ま
で
以
上
に
関
心
を
持
っ
て

取
組
め
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ー
受
け
つ
ご
う
確
か
な
実
践
・
明
る
い
職
場
づ
く
り
ー
 

加
東
市
企
業
人
権
教
育
協
議
会
の
活
動
状
況

社中学校  1年　長 野  未 愛

滝野東小学校  5年　萩 原  陽 大

東条東小学校  2年　伊 藤  大 貴

社中学校  3年　大 橋  玉 稀

滝野中学校  2年　大 橋  仁 美

優秀賞受賞のみなさんには、
8 月 5 日に人権啓発展会場

（やしろショッピングパーク
B io）にて、表彰状の授与
と記念品の贈呈を行いました。

【優秀賞】
【ポスターの部】

加東市マスコットキャラクター
「加東　伝の助」

　
未
加
入
の
企
業
・
商
店
の

皆
様
、
ぜ
ひ
と
も
、
加
東
市

『
企
人
協
』
に
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
は
人
権
教
育
課
ま
で

　
企
人
協
事
務
局

　
℡
4
3
ー

0
5
4
4

お誘いとお願い

加東市マスコットキャラクター
「加東　伝の助」

CMYK

平成２７年１１月１日 （４）企人協の活動（１３）人権標語・ポスター 平成２７年１１月１日



本
年
度
主
要
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ

 

『
あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と
』

・
ふ
れ
あ
い
活
動

・
そ
の
他
の
伝
統
行
事
の
伝
承

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流

・
交
流
盆
踊
り
、
お
祭
り
等

③
助
成
金
（
８
月
各
地
区
に
公

布
）

・
基
本
助
成
　
１
万
５
千
円
と

　
地
区
の
戸
数
に
応
じ
た
額

　（
総
額
２
３
４
・
５
万
円
）

・
特
別
助
成

　
創
意
工
夫
し
意
欲
的
な
取
組

　
に
対
す
る
助
成

　（
総
額

２９
万
円
）

＊
本
年
は

１６
地
区
に
対
し
、　

　
特
別
助
成
・
交
付
し
ま
し
た
。

 

関
連
事
業

■
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会

東
播
磨
大
会

・
７
月

２５
日
（
土
）、
西
脇
市
民

会
館
・
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
・
西
脇
中
学
校
等
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
　

・
市
同
教
か
ら

６９
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

・
次
の
二
つ
の
分
科
会
で
実
践

を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
分
科
会
発
表
者
〉

・
第
１
分
科
会

　『
就
学
前
教
育
』

　
加
茂
保
育
所

　
　
　  

溝
端
　
恵
美
さ
ん

「
異
年
齢
児
で
か
か
わ
り
、
つ 

　な
が
り
合
っ
て
、
思
い
や
り

を
育
て
る
―
か
も
の
森
　
秋  

　あ
そ
び
を
通
し
て
―
」

・
第
９
分
科
会

　『
企
業
・
職
場
』

　
積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

　
　
兵
庫
工
場
　

　
　
　
　
本
玉
　
真
也
さ
ん

「
わ
が
社
の
人
権
へ
の
取
組
に

つ
い
て
」

■
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会

中
央
大
会

・
９
月

２６
日
（
土
）、
丹
波
市
の

県
立
柏
原
高
等
学
校
で
開
催
さ

れ
、
本
市
か
ら

２０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

・
東
播
磨
大
会
に
お
い
て
代
表

と
し
て
選
出
さ
れ
、
引
き
続
き
、

「
人
権
感
覚
の
素
地
を
培
う
保
育
・

教
育
」
の
分
科
会
で
加
茂
保
育

所
の
取
組
を
溝
端
恵
美
さ
ん
が
、

「
企
業
・
職
場
」
の
分
科
会
で

は
積
水
ハ
ウ
ス
（
株
）
兵
庫
工

場
の
本
玉
真
也
さ
ん
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

 

地
区
住
民
学
習
か
ら

（
報
告
書
の
中
よ
り
）

■
北
野
地
区
の
取
組

４
月

１６
日
（
木
）

人
権
移
動
研
修
会

・
舳
松
人
権
歴
史
資
料
館
　

（
大
阪
府
堺
市
）

〈
感
想
・
意
見
〉

・
資
料
館
の
展
示
の
内
容
か
ら
、

　
同
和
部
落
の
古
く
か
ら
の
歴

　
史
・
生
活
の
実
態
等
を
知
る

　
こ
と
が
で
き
た
。

・
学
芸
員
の
説
明
に
よ
り
、
よ

　
り
深
く
差
別
の
実
態
を
肌
で

　
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
地
区
で
バ
ス
を
借
り
上
げ

２３

　
名
が
参
加
す
る
。

■
下
三
草
地
区
の
取
組

　
４
月

１８
日
（
土
）

・
学
習
内
容

　
地
区
消
火
栓
を
使
用
し
た
消

火
訓
練

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

法
等
の
救
命
講
習

〈
感
想
・
意
見
〉

・
一
般
住
民
は
消
火
栓
を
使
っ

　
た
こ
と
が
な
く
、
不
安
だ
っ

　
た
が
、
女
性
は
二
人
組
で
筒

　
先
を
も
っ
て
放
水
し
た
。

・
近
く
の
人
が
倒
れ
た
と
き
救

　
助
で
き
る
よ
う
に
全
員
が
実

　
習
を
行
っ
た
。

三草小学校  2年　田 尻  　 萌

社小学校  4年　藤 原  望 愛

滝野中学校  2年　芝 野  海 優 滝野東小学校  5年　吉 田 　 優

東条西小学校  4年　赤 松  　 瞳

東条東小学校  2年　小 納 谷  修

米田小学校  3年　山 本  和 花

加東市マスコットキャラクター
「加東　伝の助」

CMYK

（３） 市同教の活動 平成２７年１１月１日 平成２７年１１月１日 （１４）人権標語・ポスター



 

重
点
目
標

　
地
域
社
会
に
お
け
る
人
権
・

同
和
教
育
の
充
実･

活
性
化
を

図
る
。

○
地
区
ご
と
に
住
民
が
主
体
的

に
学
習
会
を
開
催
し
、
同
和
問

題
を
中
心
に
据
え
て
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
実
践
活
動
を
進
め
る
。

○
市
民
人
権
講
座
や
団
体
別
研

修
に
積
極
的
に
参
加
し
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
る
。

○
人
権
意
識
に
基
づ
い
た
様
々

な
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
を
推
進

す
る
。

　
学
校
・
こ
ど
も
園
・
保
育
園

（
所
）
に
お
け
る
人
権
・
同
和

教
育
の
内
容
の
充
実
と
そ
の
実

践
化
を
図
る
。

 

主
な
事
業

◆
総
会
　（
５
月

１４
日
）

・
総
会
行
事

・
ビ
デ
オ
視
聴
　

○
シ
リ
ー
ズ
映
像
で
見
る
人
権

の
歴
史
「
東
山
文
化
を
支
え
た

『
差
別
さ
れ
た
人
々
』」「
江
戸

時
代
の
身
分
制
度
と
差
別
さ
れ

た
人
々
」　

◆
理
事
会
（
団
体
代
表

１９
名
）

・
年
３
回
開
催

◆
専
門
部
会
　

①
住
民
学
習
推
進
部
会

・
住
民
学
習
説
明
会

・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会（

５
月

２８
日
）

　「
計
画･

報
告
、
助
成
金
」「
学

習
の
す
す
め
方
」「
同
和
問
題

啓
発
資
料
ふ
る
さ
と
」
の
説
明

等　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
あ
な
た
に
伝
え
た

い
こ
と
」
視
聴
　

②
学
校
教
育
部
会

〈
研
究
テ
ー
マ
〉

　
豊
か
な
人
権
感
覚
を
は
ぐ
く

む
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
〜

地
域
と
人
と
の
関
わ
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
発
達
段
階
に
応

じ
て
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い

く
か
〜

〈
公
開
保
育
・
授
業
〉

　
こ
ど
も
園
・
保
・
幼
班
、
小

学
校
班
、
中
・
高
班
に
分
か
れ

て
実
施
（
予
定
）

【
さ
く
ら
保
育
園
に
て
】

　
１０
月

１５
日
（
木
）

　
主
題
名
…
「
み
ん
な
仲
間
」

　
保
育
者
…
寺
元
　
倫
代
さ
ん

【
社
中
学
校
に
て
】

　
１１
月
５
日
（
木
）

　
単
元
名
…
「
生
命
の
尊
重
」

　
教
材
名
…
「
１
０
０
万
回
生

　
　
　
　
　
　
き
た
ね
こ
」

　
授
業
者
…
西
明
　
絵
理
さ
ん

【
滝
野
南
小
学
校
に
て
】

１１
月

２６
日
（
木
）

　
単
元
名
…
「
命
の
尊
さ
」

　
授
業
者
…
中
村
　
文
哉
さ
ん

　

③
団
体
別
研
修
推
進
部
会

■
高
齢
者

『
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
人
権

―
い
き
い
き
長
寿
十
話
―
』

　
講
師
…
前
三
木
市
立
別
所
中

　
学
校
長
　
　春

川
　
政
信
さ
ん

【
社
地
域
】

７
月

２２
日
（
水
）

【
東
条
地
域
】

７
月

２３
日
（
木
）

【
滝
野
地
域
】

７
月

３０
日
（
木
）

◆
地
区
住
民
学
習
会

①
ス
ロ
ー
ガ
ン

　『
高
め
よ
う
人
権
意
識

　
　
　
広
げ
よ
う
交
流
の
輪
』

②
内
容

・
ビ
デ
オ
学
習
や
講
演
会
等
に

よ
る
人
権
学
習

会　長

副会長

会　計

監　事

上月　嘉和

佐々木正利

松尾美智子

粟津須津代

臼井　泰三

宮野　和雄

本年度役員（敬称略）

〜
生
き
が
い
と
幸
せ
を
築
き
合
う
人
間
尊
重
の
ま
ち
に
〜

　

加
東
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
は
、『
生
き
が
い
と
幸

せ
を
築
き
合
う
人
間
尊
重
の
ま
ち
に
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
同

和
問
題
の
解
決
を
中
心
課
題
に
据
え
て
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

人
々
の
暮
ら
し
に
顕
著
に
現
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
明

ら
か
に
し
な
が
ら
、
組
織
体
制
を
整
え
、
教
育
・
啓
発
活
動
、

人
権
尊
重
に
基
づ
く
学
校
・
こ
ど
も
園
・
保
育
園
（
所
）
づ
く

り
、
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

鴨川小学校  3年　松 本  真 名 人

滝野中学校  3年　沖 田  葉 月 滝野中学校  3年　吉 村  諒 子

滝野東小学校  5年　森 本   元 滝野南小学校  5年　榎 本  尚 輝

東条中学校  1年　岸 本  彩 花

福田小学校  5年　山 口  温 大

社中学校  1年　西 村  早 耶 香

【入　賞】

CMYK
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加東市人権啓発情報誌

目　次

●市同教の活動
●企人協の活動
●市民人権講座
●人権擁護委員の活動・スキルアップ講座
●広域隣保活動・男女共同参画セミナー

「人権文化をすすめる市民運動」人権ポスター優秀作品
　　　　　　　　　　滝野東小学校　5年　萩原 陽大さん

編集後記
　黄金に輝く稲穂も次々に刈り取られ、見渡す景色もだんだんと冬支度をしてきたようです。平成２７年度上半期も、
さまざまな講演・セミナーに、たくさんの方がご参加くださいました。これらの講演などが、皆様の生活を少しでも良
くするヒントとなっていることを願っています。
　朝晩がすっかり肌寒くなりました。健康管理には十分お気をつけください。

～生きがいと幸せを築き合う人間尊重のまちに～
　加東市は、すべての住民がお互いの人権を尊重し合い、同和問題をはじめ、あらゆる差別のない

「生きがいと幸せを築きあう人間尊重のまち」の実現を目指しています。

　多彩な催しを通じ、参加者の相互交流を図り、人権尊重に根ざしたものの見方や考え方を身につ

け実践していきましょう。

１２月４日から１０日までの１週間は人権週間です１２月４日から１０日までの１週間は人権週間です

「
夏
の
出
来
事
」

人
権
教
育
推
進
員
　
山
本 

邦
夫

　
八
月
、
加
東
市
教
育
委
員
会
で

は
、
市
内
の
小
中
学
生
（
希
望
者
）

に
呼
び
か
け
て
人
権
の
移
動
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
淡

路
島
。
三
十
名
余
り
の
児
童
生
徒

が
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
に
行
き
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、
二
百
五
十

頭
余
り
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
の
一
割
程
度
の
サ

ル
が
え
さ
の
影
響
で
、
手
足
に
障

が
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
飼
育
員
の
方
に
サ
ル
た
ち
の
暮

ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。
手
や
指
に
障
が
い
を
も
っ

た
サ
ル
た
ち
は
、
え
さ
を
食
べ
る

と
き
に
も
移
動
す
る
と
き
に
も
他

の
サ
ル
た
ち
に
比
べ
大
き
な
ハ
ン
デ

を
も
っ
て
い
ま
す
。
指
先
を
上
手
に

使
っ
て
地
面
に
落
ち
た
え
さ
を
つ
ま

む
こ
と
も
、
俊
敏
に
木
か
ら
木
へ

飛
び
移
る
こ
と
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
生
き
る
た
め
の
行
動
に
苦

労
す
る
仲
間
を
セ
ン
タ
ー
の
サ
ル

た
ち
は
温
か
く
見
守
り
、
支
え
て

や
っ
て
い
る
の
で
す
。
序
列
上
位
の

サ
ル
が
ハ
ン
デ
を
抱
え
た
下
位
の
サ

ル
に
え
さ
を
譲
り
、
夕
方
山
に
戻

る
と
き
に
は
、
移
動
に
苦
し
む
サ

ル
の
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、
リ
ー

ダ
ー
が
群
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
帰
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

　「
こ
ん
な
優
し
さ
、
私
た
ち
人
間

に
あ
る
か
な
あ
。」
こ
の
思
い
は
、

参
加
者
が
み
ん
な
感
じ
た
こ
と
で

し
た
。

「
た
す
け
た
い
　

　
そ
う
お
も
う
な
ら
　
行
動
に
」

（
標
語
優
秀
賞
　
滝
野
東
小
　
谷
輪
　
来
弥
）

・・・・・・・人権啓発展・・・・・・・

街頭啓発活動街頭啓発活動

日 時

場 所

内 容

平成27年12月 3 日（木） 午後から
　　　　 12月18日（金） 午前まで

やしろショッピングパークＢｉｏ
2階多目的ホール

市内保育園児らによる人権をテーマ
にした共同作品の展示

人権を考える市民のつどい

日 時

場 所

内 容

平成28年2月13日（土） 
13:30～

東条文化会館

・中学生による人権作文発表
・住民学習実践報告

本人通知制度

市民課（庁舎1階）：43－0390

日　時

場　所

平成27年12月4日（金） 17：00～
やしろショッピングパークBio
Ａコープ滝野店・マックスバリュ東条店

人権週間の期間に実施します。

特設人権相談日特設人権相談日

相談日

時　間

場　所

平成27年12月4日(金)
13:30～15:30
社福祉センター
※相談員は、人権擁護委員です。

人権問題でお困りの方は、
お気軽にご相談ください。
秘密は厳守されます。

　本人の知らないうちに「出身地」「家族構成」
などを調べられることがあります。
　加東市が代理人や弁護士など第三者に住民
票の写しや戸籍謄抄本などを交付した場合に、
本人に知らせる制度が「本人通知制度」です。
通知を希望する人は事前登録が必要です。
　市役所市民課で登録手続きをしましょう。

＊講師料は人権教育課が負担します
＊簡単な申請書と報告書でOK

日常のさまざまな悩みについて、
専門の先生を呼んでヒントを
もらってみませんか？

人権出前講座人権出前講座……………………………２・３
…………………………………４
…………………………………５

…６
………７

………………………８
……………………………９

……………………１０・１１
…………………１２～１５

……………………………１６

●地域に学ぶ移動学習
●人権啓発講演会
●小学生の人権作文
●人権標語・ポスター
●人権トピックス
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